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2広報とうえい 2024.５

　1975（昭和50）年４月に開校した東栄中学校が、この４月で50周年を迎えます。東栄中学
校は町内に１校の中学校であり、多くの町民の母校でもあります。50周年目のこの１年が子
どもたちや町の未来につながる節目の年となるよう、次のような記念事業を計画しています。

問合せ先▶東栄中学校50周年事業実行委員会事務局（教育課　☎76‒0509）

❶ 新しい東栄中学校への
　 モデルチェンジ

　ＰＴＡが中心に制服の見直し等に取り組んでい
ます。この取り組みを通して、次代につながる新
しい東栄中学校へとモデルチェンジします。

❺ 記念式典及び講演会 

同窓会応援事業補助金について

▼補助内容▼

❷ 記念施設改修

　中学校の体育館について、この先も生徒たちが
快適な環境で体育活動などができるよう、安全で
明るい床材への改修工事を行います。

❸ 記念誌等の作成

　約1,600人もの卒業生を輩出した東栄中学校。
その歩みを写真とともに振り返ります。

❹ 同窓会促進事業

50周年を祝うため、記念式典と講演会を行います。（町文化講演会共催事業）
11月２日（土）　午後

※詳しいことは改めてお知らせします。卒業生でない方も、ぜひご参加ください。

日　時

同窓会出席者数×1,000円補助額

飲食代（町内の事業者のものに限る）、開催場所の会場使用料対象経費

①東栄中学校出身者による同窓会のうち、出席者が10人以上であること。
②町内の飲食店、集会所等で開催すること。
③同窓会開催時に、出席者に対して東栄町ふるさと寄附金（ふるさと納税）、
　Ｕターン情報等の周知に関する資料の配付、東栄町公式ラインへの登録の
　案内をすること。

補助要件

中学校体育館場　所

過去から今、
そして未来へ！

ともに語ろう！
思い出も未来も

思い出を
振り返ろう！

未来に
向かって！

　50周年を契機に、町内外で暮らす卒業生が改
めて集い、中学校や町を振り返る機会を促進しま
す。（詳しくは下記をご覧ください）

　50周年を記念し、郷土愛の醸成、町と継続的なつながりを持つ関係人口の増加、移住定住の促進及び
地域経済の活性化を図るため、町内で開催される同窓会の費用の一部を補助します。

問合せ先▶経済課　☎76‒1812　Mail：keizai@town.toei.lg.jp

　詳しくは右の▶
ＱＲコードから
ご確認ください
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令和６年能登半島地震における
東栄町の対応

引き続き、東栄町役場及び東栄保健福祉センター窓口に募金箱を設
置しています。皆さんの温かいご支援をお願いします。

◎義援金募金箱

◎災害支援派遣を終えて

東三河地域防災協議会構成市町村で石川県に対し、見舞金を贈りま
した。

※東三河地域防災協議会とは…
　東三河８市町村（豊橋市、豊川市、蒲郡市、新城市、田原市、設楽町、東栄町、
豊根村）で構成され、連携して災害に強い地域づくりの促進を目的としています。

◎見舞金の贈呈

東三河地域防災協議会構成市町村で合計400万円。
内、東栄町では50万円を贈りました。

贈 呈 額

◎職員の派遣
石川県志賀町派 遣 先

志賀町からの要請に従い、県内市町村が連携・協力し、
切れ目のない継続した支援を実施しました。

概 要

被災者への罹災証明書（災害による被害の程度を証明す
る書面）の交付に当たり、住家等の被害状況調査に従事
しました。

従事内容

本町の派遣実績 ① 第４陣　　２月４日～11日
② 第６陣　　２月18日～25日
③ 第８陣　　３月３日～10日
④ 第10陣　　３月17日～24日
⑤ 第13陣　　４月７日～14日

第４陣　２月４日～11日
派遣職員 … 市野瀬

　震災から１ヶ月が経ち、住家の被害状況調査に
係る人員を増員したタイミングでの派遣でした。
　昔ながらの住家が多く、各所で屋根瓦が崩れ落
ちている状態でした。特に蔵や納屋の被害状況は
著しく、２次災害を巻き起こしかねない程でした。
　派遣をとおして活動拠点の大切さを実感しまし
た。現地職員と多くの派遣職員が連携を取りなが
ら、スムーズに業務を行えたのは、庁舎が機能す
る状態で残っていたことが大きいのではないかと
思いました。
　この経験から、いつか来る災害への意識が高ま
り、今できることに少しずつ取り組んでいます。

第10陣　３月17日～24日
派遣職員 … 服部

　令和６年３月に愛知県災害派遣第10陣として
石川県の志賀町へ派遣されました。
　町内を車で移動していると、いたるところで地
震による被害がみられ、海岸沿いなどいまだに通
行止めの場所も少なくありませんでした。
　現地では、被災者への罹災証明書交付のため被
害状況の調査を行いました。派遣職員の３人でひ
とつの班になり班長、計測係、タブレット入力係
に分かれて町内をまわり、実際に建物の外観から
被害状況を判断します。まず住民の方に申請のあ
った被害箇所を確認した後、下げ振りで建物の四
隅の傾斜を計測、数値をタブレットに入力して壁
や基礎部分のひび、屋根瓦のずれといった被害箇
所の写真を撮影して調査資料のデータ作成を行い
ました。
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第２次森づくり基本計画の策定について

　町では平成21年度に策定された「東栄町森づ
くり基本計画」の後継となる計画を令和４～５年
度の２ヶ年をかけ「森づくり会議」及び「森づく
り作業部会」を通して協議・検討してまいりまし
た。
　令和６年２月15日に行われた、第３回森づく
り会議にて計画案が承認され、計画策定が終了し
たことを青山会長はじめ森づくり会議委員の皆さ
んから町長に報告しました。
　今回策定された「第２次東栄町森づくり基本計
画」は令和６年度からの10年間を計画期間とし、
３つの基本方針から成り立っています。計画内容
は町ホームページでも確認できるほか、概要版
（ダイジェ
スト版）を
広報５月号
と一緒に各
世帯に配布
する予定で
す。

入園・入学おめでとう！

　４月３日（水）保育園、４日（木）小学校、
５日（金）中学校で入園式、入学式が行わ
れました。
　新しい環境へのステップアップに、緊
張と楽しみな気持ちが表情から溢れてい
ました。

中設楽おいでん家

　少し早めのお花見！の予定で
したが、桜はつぼ

みのまま…残念。
　桜餅とお茶で、おしゃべりタ

イム。昔話でもり

上がり、締めは『わしらもよう
生きたねー。はっ

はっは』と元気な笑い声。

　海鮮ちらし寿司を食べた

後は、真剣勝負のトランプ。

　たっぷりお話しして、大

きな声で笑って、みんなで

おいしいものを食べて、心

が満開になった１日でした。

お
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5 広報とうえい 2024.５

第１回　東栄町議会定例会
　令和６年第１回町議会定例会は、３月６日（水）に招集され、会期中に各常任委員会での審議を
経て、18日（月）の本会議ですべての議案が可決されましたので、一部を紹介します。

東栄町課設置条例等の
一部改正について

村
本
　
敏
美 

議
員

● 

愛
知
県
水
道
広
域
推
進
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

● 

空
き
家
に
つ
い
て

佐
々
木
一
也 

議
員

● 

デ
ジ
タ
ル
簡
易
無
線
の
配
備
及
び
補
助
金
の
創
設

● 

定
時
放
送
再
開
に
よ
る
効
果
的
な
情
報
発
信
を

● 

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
住
民
参
加
・

　
参
画
基
準
の
策
定
に
つ
い
て

櫻
井
　
孝
憲 

議
員

● 

三
遠
南
信
自
動
車
道
東
栄
イ
ン
タ
ー
開
通
に

　
向
け
て
の
経
済
政
策
に
つ
い
て

● 

東
栄
駅
舎
の
整
備
に
つ
い
て

● 

災
害
時
に
備
え
た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
整
備
に
つ
い
て

伊
藤
真
千
子 

議
員

● 

中
学
校
・
小
学
校
・
保
育
園
に

　
防
災
倉
庫
設
置
に
つ
い
て

● 

防
災
食
の
利
活
用

● 

防
災
が
起
き
た
場
合

● 

災
害
時
に
お
け
る
孤
立
集
落
の
対
応

西
谷
　
賢
治 

議
員

● 

令
和
３
年
２
月
発
行
の
村
上
後
援
会
チ
ラ
シ
か
ら
見
た

　
町
の
現
状
に
つ
い
て

　
（
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
充
実
に
向
け
て
）

● 

子
育
て
支
援
の
拡
充
に
向
け
て

　
（
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
待
機
児
童
の
現
状
に
つ
い
て
）

● 

町
内
観
光
対
策
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

● 

住
民
の
住
環
境
の
整
備
計
画
に
つ
い
て

　
（
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り
対
応
に
つ
い
て
）

浅
尾
も
と
子 

議
員

● 

町
の
医
療
・
介
護
体
制

● 

防
災
対
策

● 

県
議
主
導
の
新
庁
舎
計
画

● 

人
権
尊
重

● 

有
害
残
土
処
分
場

● 

地
域
の
食
文
化
を
守
る

議 案

事務機構の見直しに伴う改正。

補正予算の概要　一般会計
◆今回の補正予算額は732万５千円の減額となりました。
　（特別会計と合わせると２千199万７千円の減額）

歳 

入
◆町税及び負担金は、実績見込により235万８千円の増額。
交付実績額への補正に伴い、法人事業税交付金、地方特例
交付金、地方交付税合わせて１億２千578万６千円の増額。

歳 

出
◆住民税均等割のみ課税世帯への給付及び低所得者の子育て
世帯への加算に係る費用として１千108万６千円の増額。
◆とうえい温泉施設の修繕料として690万円の増額。

東栄町町税条例の
一部改正について
固定資産税納期前納付報奨金の廃止
に伴う改正。

令和５年度　３月補正予算の概要 （単位：万円）

※千円単位切捨てのため合計が合わない部分があります。

会　計　名
一般会計

特別
会計

補　正　前 補　正　額 計

国民健康保険
39億29
4億6,761

3億4,157
3億9,353

417
△448

△124
△445

39億446
4億6,312

後期高齢者医療 1億2,782 750 1億3,532
東栄診療所 3億6,164 △1,049 3億5,114
園財産区 0 15 15

3億4,033
3億8,907

簡易水道事業
収入額
支出額

2億7,649
3億528

△1,227
△1,227

2億6,422
2億9,300

5,079
5,537

△211
△211

4,868
5,326

特定環境保全
公共下水道事業

収入額
支出額

農業集落排水事業
収入額
支出額

一 

般 

質 

問

今
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この春、新たに配属・赴任された皆さんを紹介します

　東栄保健福祉センターで働かせていた
だく、鷲野と申します。豊かな自然と歴
史ある祭りのある東栄町で、働けること
をうれしく思います。不慣れなことが多
く、ご迷惑をおかけすることもあるかと
思いますが、多くの方に信頼される職員
となれるよう邁進してまいりますので、
何卒よろしくお願いいたします。

福祉課 鷲 野 百 恵
わし の もも え

　保健福祉センターで保健師として働か
せていただきます、高田です。
　豊かな自然に恵まれ、魅力のある東栄
町に関わることができ、うれしく思いま
す。至らぬ点があるかと思いますが、町
民の方々の力になれるよう努力していき
ます。よろしくお願いします。

福祉課 高 田 香 佳
たか た

左から 受入事業者

ＮＰＯ法人てほへ

東栄町観光
まちづくり協会

ＮＰＯ法人てほへ

株式会社ゆたかわ

冨 田 達 郎
たとみ ろうたつ

堀 尾 歩 見
おほり みあゆ

村 上 浩 人
かみむら とひろ

棚 田 祐 介
だたな すけゆう

きょう か

　子ども達と一緒にいろいろな体験を楽
しみ、その子自身の成長を一緒に喜びな
がら関わっていきたいと思います。
　毎日が楽しく、安心して子ども達が過
ごせるよう見守っていきます。よろしく
お願いいたします。

とうえい保育園
保育士 原 田 杏 実

はら だ あ み

▲左から長谷辰徳、原田佑介、岡村龍一、原田拓巳

団　長
本団役員

原田　佑介
副団長 長谷　辰徳

第１分団
（御殿・振草）

正副分団長
正
副

内藤　義貴
原田　　充

第２分団
（本郷・三輪）

正
副

海道　尚志
原田　健史

第３分団
（下川・園）

正
副

辻横　　剛
星原　旅人

副団長 岡村　龍一
副団長 原田　拓巳

令和６年度　消 防 団

令和６年度　地域おこし協力隊メンバー
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東栄町第２期地域包括ケア推進計画
（第９期高齢者福祉計画）を策定しました

令和５年度　入札結果
入札月 業　種

工　事
工　事　名　等

千代姫橋橋梁補修工事
業　者　名　等

㈱田中組
計

予定価格【千円】
44,299

落札金額（税抜）【千円】
42,000
42,000３月

　人と人、地域がつながり、一人ひとりが生きがいや役割を持ち、
助け合いながら歳を重ね、自分らしい暮らしを人生の最期まで続
けることができる町の実現を目指して、令和６年度から令和11年
度（中間年で見直し）までを計画期間とした「第２期地域包括ケ
ア推進計画（第９期高齢者福祉計画）」を策定しました。
　基本理念「人と地域を結び、高齢者の活躍と暮らしを応援する
まち」を掲げ、“高齢者が元気にいきいき暮らせるまち”、“歳を重
ねても安心して暮らし続けられるまち”、“みんなが支え合いつなが
り合うまち”の３つの基本目標を設定し、介護保険の計画である
東三河広域連合策定「第９期介護保険事業計画」とともに、高齢
者の皆さんの暮らしを支える事業に取り組んでいきます。

　全世帯に概要版を配布しますのでご覧ください（詳細版は町
ホームぺージ掲載の他、役場本庁舎又は東栄ひだまりプラザで
閲覧いただけます）。
　本年度は計画に基づき健康づくりや認知症予防、耳の聴こえ
サポート事業など様々な事業を展開していきます。ぜひご参加
ください。

問合せ先▶福祉課　☎76‒1815

ぜひ
ご覧ください！
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　町では、健康保持と、福祉の向上を図ることを目的に、対象者へ福祉タクシー券を
交付しています。このたび、福祉タクシー券利用対象者の範囲を広げる改正を行いま
した。
　福祉タクシー券の利用を希望する方は、福祉課まで申請してください。

　令和６年５月18日（土）より振草川にて鮎釣
りが解禁予定です。振草川の再生を目指し鮎の
買取・販売を行います。
　ぜひ釣りに挑戦してみてはいかがでしょうか。

　ヤマビルは例年春から秋にかけて町内のほぼ
全域で活動が確認されています。吸血されると
傷口から出血し、止血まで時間を要します。
　草刈りや草木の多いところでの農作業、山に
出かける際には対策を行いましょう。

８広報とうえい 2024.５

問合せ先▶東栄町商工会　☎76‒0530

問合せ・申請先▶東栄町福祉課（東栄ひだまりプラザ保健福祉センター内）　　　　　　  
東栄町本郷字大沼１番地１　 ☎0536‒76‒1815／Fax 0536‒76‒1811

東栄町福祉タクシー券交付事業
利用対象者の拡大について

振草川にて
鮎釣りが解禁予定です

ヤマビルに
ご注意ください！

日釣り券、年券の販売店舗

遊漁料金

川　角　中井おとり店　　　　　　　TEL 0536‒76‒1248
三ツ石　荒木屋おとり店　　　　　　TEL 0536‒76‒5070
二タ田　とみかわ釣具店　　　　　　TEL 0536‒88‒5070
中設楽　ファミリーマート東栄町店　TEL 0536‒77‒0717
浦　川　おとりイチムラ　　　　　　TEL 053‒967‒3205
古　戸　サンオー商事　　　　　　　TEL 0536‒78‒5212
本　郷　東栄町商工会　　　　　　　TEL 0536‒76‒0530

日釣り券：2,500円／年券：15,000円

主な対策
・長袖、長ズボンなど極力肌の露出は
　避けましょう。
・足元は長靴や地下足袋などを履きましょう。
　（サンダル、運動靴は避ける。）
・忌避剤を、足元を中心に靴や衣類に
　塗りましょう。
・見つけた場合はそのままにせず、
　確実に駆除しましょう。

改正ポイント 対象者の拡大：
・要支援認定を受けた者（要支援１・２）
・要介護認定を受けた者（要介護１・２・３・４・５）
・身体障害者（１級・２級・３級・４級の内、腎臓機能障害とされている者）
・療育手帳（Ａ・Ｂ）
・精神障害者保健福祉手帳（１級・２級）
・その他特別な理由により、町長が必要と認める者

助成額：

駆除方法
・ハサミなどで切る。
・塩をかける。
・薬剤をかける。　等

※18歳以下は無料です。解禁期間は令和６年12月31日までとなります。

追 加

要支援認定を受けた方については、福祉タクシー券を月２枚交付し、１枚当たりの
助成額は、自宅から町内の医療機関又は医療機関から自宅までの片道の運賃額とし
ます。その他の対象者の方は、今までどおり月４枚交付します。

今
月
の
特
集

ま
ち
の
話
題

暮
ら
し
の
情
報

そ
の
他

お
知
ら
せ

ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス
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　上小田集会所で集まっている「東笑会」の皆さん。毎月１回、開
催日の案内が配られます。手書きの大きな字で書かれた文章は年齢
の高い方にも読みやすく、「いつもこうやって優しい言葉を書いて
配ってきてくれる。有難くて大事にとってあるよ。」と見せてくれた
のは90代の方。「こういうこと大好き！私が話すとみんなが笑うから
嬉しくなっちゃう。」と話す80代の方は、会のムードメーカーです。
　畑仕事や家事の話、料理のレパートリーなど話題は盛りだくさん。
おしゃべりだけでなく、ゲームをしたり歌を歌ったりします。クリ
スマスやお花見など季節の行事も楽しんでいます。
　会を進める皆さんは、「同じ所に住んでいても、なかなか会う機会
がないので、こうして集まることでいろいろな話ができるし、お互
いの様子もわかり安心です。みんなでワイワイ楽しく過ごせる場所
を、無理なく続けていけたらいいなと思っています。」と話されまし
た。「若い人たちが先に立ってやってくれるから本当にうれしい。お
しゃべりして大笑いして、元気をもらえる場所です。」と言う皆さんの笑顔を見ていて、「ご近所のつな
がりの大切さ」を改めて感じさせていただきました。

東栄町社会福祉協議会は地域の皆さんの自主的な活動を応援しています。
皆さんが知っている楽しい集まりをご紹介ください。　☎76‒1740

楽しい集まりを紹介します！
「東笑会」

と　う しょう か　い

　ただし、応募団体数等によっては、上限額ま
で交付できない場合があります。
　なお、助成金交付団体等の活動内容や事業内
容については報告・公表を行います。

問合せ先▶総務課　☎76‒0501

元気な地域賑わい創出事業
のご案内

　選挙管理委員の任期満了に伴い、選挙管理委
員及び同補充員が選出され、委員長に長野好孝
氏、委員長職務代理者に村上一久氏が就任しま
した。

選挙管理委員及び
補充員の紹介

★元気な地域づくり支援事業
地域課題解決のために取り組む
団体へ補助

概　要

100％補助率
30万円上　限

令和６年５月31日（金）応募締め切り

問合せ先▶総務課　☎76‒0501

◆ 委員長　　　　　長野　好孝
◆ 同職務代理者　　村上　一久
◆ 委　員　　　　　堂地　雅子
◆ 委　員　　　　　村松　裕子

選挙管理委員（以下、敬称略）

長谷　五子　　伊藤　知幸
森下　　正　　市野瀬恵子

選挙管理委員補充員（以下、敬称略）
1/2補助率

令和６年４月１日
～令和10年３月31日

任　期

40万円上　限

令和６年５月31日（金）応募締め切り

★東栄町起業応援プロジェクト事業
まちの賑わい創出・地域課題解決に
つながる起業に対し補助

概　要

今
月
の
特
集

ま
ち
の
話
題

ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス

暮
ら
し
の
情
報

そ
の
他

お
知
ら
せ
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令
和
７
年
３
月
新
規
学
校
卒
業
予
定
者

に
係
る
求
人
説
明
会
及
び
高
等
学
校
進
路

指
導
主
事
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
。

　
新
規
学
卒
求
人
の
提
出
方
法
や
選
考
日

時
等
の
ご
案
内
、
さ
ら
に
は
、
高
等
学
校

進
路
指
導
主
事
と
の
意
見
交
換
に
よ
り
各

高
等
学
校
の
状
況
も
把
握
で
き
ま
す
。

　
新
規
学
卒
者
の
採
用
を
検
討
さ
れ
て
い

る
事
業
主
の
方
は
、
是
非
ご
出
席
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

○
日　
時　
令
和
６
年
５
月
21
日（
火
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
（
予
定
）

○
場　
所　
新
城
文
化
会
館　
大
会
議
室

●
問
合
せ
先

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
城

　
　
　
（
０
５
３
６
）
２
２
・
１
１
６
０

　
第
１
期
分
（
令
和
６
年
６
月
分
）
の
税

額
か
ら
控
除
し
、
第
１
期
分
か
ら
控
除

し
き
れ
な
い
場
合
は
第
２
期
分
（
令
和

６
年
８
月
分
）
以
降
の
税
額
か
ら
、
順

次
控
除
し
ま
す
。

・
公
的
年
金
所
得
に
係
る
特
別
徴
収

　
令
和
６
年
10
月
分
か
ら
控
除
し
、
控
除

し
き
れ
な
い
場
合
は
令
和
６
年
12
月
分

以
降
の
税
額
か
ら
、
順
次
控
除
し
ま
す
。

○
所
得
税
（
国
税
）
の
定
額
減
税
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
分
の
所
得
税
に
お
い
て
も
定

額
減
税
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
国
税
庁
Ｈ
Ｐ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

　
税
務
会
計
課　
　
　
７
６
・
１
８
１
４

自
動
車
税
種
別
割
の

納
付
を
お
忘
れ
な
く

人
権
擁
護
委
員
が

新
た
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

○
定
額
減
税
の
対
象
者

　
令
和
６
年
度
個
人
町
民
税
・
県
民
税
に

係
る
合
計
所
得
金
額
が
１
，
８
０
５
万

円
以
下
の
方
で
、
所
得
割
が
課
税
さ
れ

る
方
（
均
等
割
の
み
が
課
税
さ
れ
る
方

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）

○
定
額
減
税
額

　
納
税
義
務
者
の
個
人
町
民
税
・
県
民
税

の
所
得
割
額
か
ら
次
の
①
か
ら
③
ま
で

の
合
計
額
が
減
税
さ
れ
ま
す
。

　
①
納
税
義
務
者
（
本
人
）
：
１
万
円

　
②
控
除
対
象
配
偶
者

　
　
（
国
外
居
住
者
除
く
）
：
１
万
円

　
③
扶
養
親
族

　
　
（
国
外
居
住
者
除
く
）
：
１
万
円

　
な
お
、
自
身
の
定
額
減
税
額
は
個
人
町

民
税
・
県
民
税
の
税
額
通
知
書
に
て
確

認
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
通
知
時

期
は
例
年
か
ら
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
）

○
定
額
減
税
の
適
用
方
法

　
個
人
町
民
税
・
県
民
税
は
均
等
割
額

（
森
林
環
境
税
含
む
）
と
所
得
割
額
か

ら
な
っ
て
お
り
定
額
減
税
額
は
所
得
割

額
か
ら
控
除
し
ま
す
。

　
ま
た
、
定
額
減
税
は
他
の
税
額
控
除

（
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
等
）
を
す
べ
て
反

映
し
た
後
の
所
得
割
額
か
ら
行
い
ま
す
。

　
定
額
減
税
可
能
額
が
所
得
割
額
を
上
回

る
場
合
に
は
、
定
額
減
税
補
足
給
付
金

の
支
給
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
定
額
減
税
の
実
施
方
法

・
給
与
所
得
に
係
る
特
別
徴
収
の
方

　
令
和
６
年
６
月
分
は
徴
収
せ
ず
、
定
額

減
税
額
を
控
除
し
た
後
の
税
額
を
令
和

６
年
７
月
分
か
ら
令
和
７
年
５
月
分
ま

で
の
11
回
で
徴
収
し
ま
す
。

・
普
通
徴
収
（
納
付
書
や
口
座
振
替
）
の
方

事
業
主
の
皆
様
へ

学
卒
求
人
説
明
会
の
ご
案
内

令
和
６
年
度

個
人
町
民
税
・
県
民
税
に

適
用
さ
れ
る
定
額
減
税
に
つ
い
て

　
令
和
５
年
12
月
22
日（
金
）に
閣
議
決
定

さ
れ
た
税
制
改
正
大
綱
に
お
い
て
、
賃
金

上
昇
が
物
価
高
に
追
い
付
い
て
い
な
い
国

民
の
負
担
を
緩
和
す
る
た
め
、
デ
フ
レ
脱

却
の
一
時
的
な
措
置
と
し
て
、
令
和
６
年

度
の
町
民
税
・
県
民
税
の
定
額
減
税
が
実

施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
法
務
大
臣
よ
り
令
和
６
年
４
月
１
日
付

け
で
人
権
擁
護
委
員
が
新
た
に
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。

　
山
本　
貴
子
（
振
草
）

　
岡
田
さ
と
み
（
下
川　
再
任
）

　
和
合
真
由
美
（
園　
　
再
任
）

　
原　
さ
き
子
（
振
草　
再
任
）

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
市
町
村
長
か
ら
の

推
薦
を
受
け
て
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

た
民
間
の
方
々
で
す
。

　
現
在
、
約
１
４
，
０
０
０
人
の
人
権
擁

護
委
員
が
全
国
の
市
町
村
に
配
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
人
権
に
つ
い
て
関
心
を
も
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
啓
発
活
動
を
行
っ
た
り
、
地
域

の
皆
さ
ん
か
ら
人
権
相
談
を
受
け
、
問
題

解
決
の
お
手
伝
い
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
人
権
擁
護
委
員
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

　
名
古
屋
法
務
局
新
城
支
局

　
　
　
　
０
５
３
６
・
２
２
・
０
４
３
７

　
５
月
31
日（
金
）は
、
自
動

車
税
種
別
割
の
納
期
限
で
す
。

　
４
月
１
日（
月
）現
在
で
自

動
車
を
お
持
ち
の
方
に
対
し
、

４
月
30
日（
火
）に
県
税
事
務

所
か
ら
納
税
通
知
書
を
発
送

し
ま
す
の
で
、
お
近
く
の
県
税
事
務
所
、

金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
（
納
付
場
所
は
、

納
税
通
知
書
の
裏
面
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
）。

　
ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
を
利
用
し
て
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

（
決
済
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
）
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
決
済
ア
プ
リ
で
も
納
付
し
て
い
た
だ

け
ま
す
。

　
な
お
、
名
義
変
更
や
廃
車
な
ど
の
手
続

を
他
の
人
に
依
頼
し
た
自
動
車
に
つ
い
て
、

納
税
通
知
書
が
届
い
た
場
合
は
、
そ
れ
ら

の
手
続
が
３
月
末
日
ま
で
に
行
わ
れ
て
い

な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
依
頼

先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
転
居
な
ど
に
よ
り
納
税
通
知
書

が
届
か
な
い
と
き
は
、
管
轄
の
県
税
事
務

所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
せ
先

　
東
三
河
県
税
事
務
所（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

　
　
　
　
０
５
３
２
・
３
５
・
６
１
３
０

　
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
▼

今
月
の
特
集

ま
ち
の
話
題

ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

そ
の
他

暮
ら
し
の
情
報
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観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
だ
よ
り

新
し
く
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
着
任
し
ま
し
た

み
ん
な
で
つ
く
る
！

Vol.82

　
令
和
６
年
４

月
１
日（
月
）か

ら
、
東
栄
町
観

光
ま
ち
づ
く
り

協
会
の
職
員
と

し
て
活
動
す
る

地
域
お
こ
し
協

力
隊
「
堀
尾
歩
見
」
が
着
任
し
ま
し

た
。

　
ぽ
た
び
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
４
月

よ
り
オ
ー
プ
ン
し
た
ま
ち
め
ぐ
り
案

内
の
新
拠
点
「
ま
ち
の
縁
側
ぽ
た
び
」

の
運
営
を
は
じ
め
、
電
動
ア
シ
ス
ト

自
転
車
を
活
用
し
た
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

や
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
受
付
、
各
種

観
光
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
取
り
組

み
を
担
当
し
ま
す
。
地
域
内
外
の
人

が
集
ま
り
、
東
栄
町
を
楽
し
む
人
を

増
や
す
た
め
に
様
々
な
活
動
を
仕
掛

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
一
緒
に
な
っ
て
新
し
い
物
事
を

隊
員
と
共
に
作
っ
て
い
っ
て
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
ぽ
た
び
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
で
は
、

訪
れ
た
お
客
様
に
東
栄
町
の
日
常
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
町
内
の

事
業
者
様
を
は
じ
め
、
住
民
の
皆
様

と
の
交
流
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
の

紹
介
や
コ
ラ
ボ
企
画
の
ご
相
談
な
ど

も
大
歓
迎
で
す
。
ぜ
ひ
、
気
軽
に
情

報
な
ど
寄
せ
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し

い
で
す
。問

合
せ
先　
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会

　
　
　
　
　
☎
７
６
・
１
７
８
０

守
る
ン
ジ
ャ
ー

健
康
戦
隊

【
役
場
保
健
師
】問

合
せ
先　
東
栄
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　
福
祉
課 

☎
７
６
・
１
８
１
５

【
参
考
】
厚
労
省
ｅ

－

ヘ
ル
ス
ネ
ッ
ト
・

　
　
　
　
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
（
Ｋ
Ｄ
Ｂ
）

Vol.79

 

知
っ
て
い
ま
す
か
？
「
禁
煙
週
間
」

　
毎
年
５
月
31
日
は
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ

Ｏ
）
が
定
め
る
「
世
界
禁
煙
デ
ー
」
で
あ
り
、

日
本
で
は
５
月
31
日
か
ら
６
月
６
日
ま
で
を

「
禁
煙
週
間
」
と
し
て
い
ま
す
。
望
ま
な
い

受
動
喫
煙
に
つ
い
て
、
健
康
な
体
を
維
持
す

る
こ
と
に
つ
い
て
「
た
ば
こ
」
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

 

喫
煙
者
本
人
の
健
康
影
響

　
喫
煙
は
が
ん
を
は
じ
め
、
脳
卒
中
や
虚
血

性
心
疾
患
な
ど
の
循
環
器
疾
患
、
慢
性
閉
塞

性
肺
疾
患
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
）
や
結
核
な
ど
の
呼

吸
器
疾
患
、
２
型
糖
尿
病
、
歯
周
病
な
ど
、

多
く
の
病
気
と
関
係
し
て
お
り
、
予
防
で
き

る
最
大
の
死
亡
原
因
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
喫
煙
を
始
め
る
年
齢
が

若
い
ほ
ど
、
が
ん
や
循
環
器
疾
患
の
リ
ス
ク

を
高
め
る
だ
け
で
な
く
、
総
死
亡
率
が
高
く

な
る
こ
と
も
分
か
っ
て
い
ま
す
。

 

喫
煙
に
よ
る
健
康
・
そ
の
他
の
影
響

　
喫
煙
に
よ
っ
て
全
般
的
な
健
康
状
態
の
低

下
や
喫
煙
関
連
の
病
気
（
が
ん
な
ど
）
に
か

か
り
ま
す
。
ま
た
骨
密
度
の
低
下
を
進
め
る

た
め
骨
粗
鬆
症
や
骨
折
に
も
関
係
し
て
い
ま

す
。
会
社
に
と
っ
て
は
喫
煙
者
を
雇
用
す
る

こ
と
で
、
勤
務
時
間
中
の
喫
煙
や
休
業
に
よ

り
、
労
働
生
産
性
の
低
下
に

つ
な
が
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。

 

た
ば
こ
の
煙
と
受
動
喫
煙

　
た
ば
こ
の
煙
に
は
、
喫
煙
者
が
吸
う
「
主

流
煙
」、喫
煙
者
が
吐
き
出
し
た
「
呼
出
煙
」、

た
ば
こ
か
ら
立
ち
上
る
「
副
流
煙
」
が
あ
り
、

受
動
喫
煙
で
は
呼
出
煙
と
副
流
煙
が
混
ざ
っ

た
煙
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
煙

に
含
ま
れ
る
発
が
ん
性
物
質
な
ど
の
有
害
成

分
は
、
主
流
煙
よ
り
副
流
煙
に
多
く
含
ま
れ

る
も
の
が
あ
り
、
マ
ナ
ー
と
い
う
考
え
方
だ

け
で
は
解
決
で
き
な
い
健
康
問
題
で
す
。

 

若
年
者
の
喫
煙
の
健
康
影
響

　
喫
煙
開
始
年
齢
が
早
い
ほ
ど
、
健
康
被
害

（
発
が
ん
性
物
質
の
悪
影
響
・
動
脈
硬
化
病

変
・
咳
・
痰
な
ど
）
が
大
き
く
、
ま
た
ニ
コ

チ
ン
依
存
（
た
ば
こ
を
や
め
に
く
い
）
も
強

く
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
成
人
年
齢
が
18

歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
て
も
、
法
的
に
喫
煙
で

き
る
年
齢
は
20
歳
が
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

東
栄
町
の
喫
煙
率
（
国
保
40
〜
74
歳
）

　
特
定
健
診
受
診
者
の
う
ち
喫
煙
し
て
い
る

と
回
答
す
る
方
が
こ
こ
２
年
増
加
傾
向
で
す
。

令
和
２
年
に
９
・
１
％
で
あ
っ
た
数
値
が
令

和
４
年
に
は
20
・
６
％
と
県
平
均
（
13
・
９

％
）
を
上
回
り
、
今
年
も
同
様
の
数
値
で
推

移
し
て
い
ま
す
。
喫
煙
率
の
上
昇
は
、
生
活

習
慣
病
重
症
化
リ
ス
ク
と
大
き
く
関
係
し
て

い
る
た
め
禁
煙
対
策
の
必
要
性
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

自
分
の
た
め
に
、
あ
な
た
の
た
め
に
、「
禁
煙
」
で
健
康
づ
く
り

今
月
の
特
集

ま
ち
の
話
題

ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

暮
ら
し
の
情
報

そ
の
他



12広報とうえい 2024.５

田口高校からこんにちは

中学校

第
49
回
東
栄
中
学
校
卒
業
式

　
９
年
間
の
義
務
教
育
を
終
え
て
、

卒
業
す
る
15
名
の
門
出
を
祝
い
ま

し
た
。

　
厳
粛
な
空
気
に
包
ま
れ
た
体
育

館
で
、
卒
業
証
書
を
授
与
さ
れ
る

生
徒
の
名
前
が
担
任
よ
り
読
み
上

げ
ら
れ
、
校
長
先
生
か
ら
一
人
一

人
に
卒
業
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
　
校
長
式
辞
で
は
、「
こ
れ
ま
で
、

皆
さ
ん
に
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
き
た
二
つ
の
言
葉
を
、
あ

ら
た
め
て
伝
え
ま
す
。『
自
律
』

と
『
成
長
』
で
す
。『
自
律
』
と

は
、『
ど
う
生
き
る
の
か
』、常
に
自

ら
に
問
い
続
け

る
姿
で
す
。『
い

い
な
自
分
』
と

い
う
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
心
も
忘
れ

ず
に
、
今
後
も
周
り
を
よ
く
見
、

考
え
、
行
動
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

『
成
長
』
と
は
、
努
力
し
た
結
果
、

例
え
成
果
や
成
功
が
な
く
て
も
、

確
か
に
高
め
ら
れ
た
自
分
の
姿
で

す
。『
や
れ
ば
で
き
る
』
と
言
う

言
葉
は
、『
や
れ
ば
成
長
す
る
』
こ

と
だ
と
、
今
一
度
、
胸
に
刻
ん
で
、

こ
れ
か
ら
も
挑
戦
を
続
け
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。」と
餞
の
言
葉
が

あ
り
ま
し
た
。

　
送
辞
・
答
辞
で
は
、
在
校
生
、

卒
業
生
が
互
い
に
受
け
た
「
愛
」

を
伝
え
あ
い
、「
愛
に
あ
ふ
れ
た
」

卒
業
式
に
な
り
ま
し
た
。

　
修
了
式
後
、
５
年
度
末
で
ご
退

職
さ
れ
る
教
頭
先
生
の
サ
プ
ラ
イ

ズ
卒
業
式
が
あ
り
ま
し
た
。
校
長

先
生
が
「
教
職
員

の
全
課
程
を
卒
業

し
た
こ
と
を
証

す
」
と
読
み
上
げ
、

卒
業
証
書
を
手
渡

し
、
卒
業
＝
退
職

を
祝
い
ま
し
た
。

小学校 東
栄
っ
こ
通
信

卒
業
式

　
３
月
19
日（
火
）に
、
卒
業
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
25

名
が
東
栄
小
学
校
を
卒
業
し
ま
し

た
。
　
今
年
度
は
、

来
賓
の
皆
様

に
も
ご
臨
席

を
賜
り
、
従

来
通
り
の
卒

業
式
を
行
う

こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
朝

の
冷
え
込
み

で
外
は
肌
寒
か
っ
た
で
す
が
、
会

場
は
温
か
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

　
東
栄

中
学
校

に
進
学

後
の
卒

業
生
の

活
躍
を

楽
し
み

に
し
て

い
ま
す
。

卒業証書授与

校長式辞

６年間ありがとうございました！

今までありがとう！ 元気でね！

15名の卒業生

教頭先生の卒業式の様子

予
餞
会

　

２
月
15
日（
木
）、予
餞
会
を
行
い
ま
し
た
。

お
世
話
に
な
っ
た
３
年
生
に
楽
し
ん
で
も
ら
う

た
め
、
１
・
２
年
生
は
様
々
な
ク
イ
ズ
や
ス

テ
ー
ジ
発
表
を
行
い
、
先
輩
方
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。
有
志
発
表
や
先
生
企

画
・
生
徒
会
企
画
で
は
歌
や
ム
ー
ビ
ー
も
贈
ら

れ
、
会
場
は
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し

た
。
３
年
生
に
と
っ
て
、
良
い
思
い
出
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。

クイズ「箱の中身は何だろな？」を
楽しむ３年生

卒
業
式

　

３
月
１
日（
金
）、令
和
５
年
度
の
卒
業
式
を

挙
行
し
、
普
通
科
11
名
、
林
業
科
13
名
の
計
24

名
の
生
徒
が
、
田
口
高
校
を
巣
立
ち
ま
し
た
。

校
長
先
生
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
か
ら
心
の
こ
も
っ
た

言
葉
が
贈
ら
れ
、
在
校
生
に
よ
る
送
辞
で
は

「
先
輩
方
の
支
え
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
後
輩
は

本
当
に
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
感
謝
の

気
持
ち
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
答
辞
で
は
、
卒

業
生
を
代
表
し
て
林
業
科
の
佐
々
木
大
器
さ
ん

が
「
本
気
で
林
業
家
を
夢
見
て
過
ご
し
た
３
年

間
」
を
振
り
返
り
、
仲
間
の
大
切
さ
や
感
謝
の

意
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
在
校
生
に
向
け
て

「
勉
学
に
励
む
こ
と
」「
何
事
に
も
真
剣
に
取
り

組
む
こ
と
」
の
大
切
さ
を
伝
え
、「
少
人
数
と
い

う
田
口
高
校
の
特
徴
を
生
か
し
て
、
充
実
し
た

高
校
生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送

り
ま
し
た
。
卒
業
生
の
今
後
の
活
躍
を
祈
っ
て

い
ま
す
。

答辞　佐々木大器さん（林業科）普通科３年生　教室にて

林
業
科
卒
業
制
作

　
卒
業
式
で
使
用
し
た
中
央
階
段
は
、
今
年
度

の
林
業
科
３
年
生
（
木
材
加
工
専
攻
）
が
卒
業

制
作
で
作
り
ま
し
た
。
鴨
山
の
ヒ
ノ
キ
、
モ
ミ

や
本
校
の
ロ
ー
タ
リ
ー
に
長
年
植
え
ら
れ
て
い

た
ケ
ヤ
キ
の
木
を
使
用
し
、
心
を
込
め
て
制
作

し
ま
し
た
。

一
野
瀬
教
頭
先
生
の

卒
業
式

今
月
の
特
集

ま
ち
の
話
題

ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

暮
ら
し
の
情
報

そ
の
他
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設
楽
警
察
署

〜
悪
質
商
法
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
〜

の
る
も
の
か

　
　
　
う
ま
い
話
と

　
　
　
　
　
　
く
ち
ぐ
る
ま

ふ
る
さ
と
歌
壇

夜
半
の
風
波
の
音
と
も
聞
こ
ゆ
な
り
瞼
に
浮
か
ぶ
は
故
郷
の
海　
　
　
　
　
　
渡
辺　
禮
子

去
る
君
に
思
い
伝
え
る
術
も
な
く
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
蕾
ほ
こ
ろ
び　
　
　
　
　
小
野
田
博
文

春
風
に
光
は
踊
る
水
の
上
心
は
憂
う
惜
別
の
時　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
石　
桂
子

故
郷
の
酒
に
浮
か
ぶ
は
銀
嶺
の
立
山
連
峰
バ
ラ
色
の
夕
べ　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
秀
子

気
が
付
け
ば
月
日
す
べ
て
が
宝
物 
そ
う
か
今
年
は
ル
ビ
ー
婚
式　
　
　
　
　

  

内
藤　
久
代

青
の
〇
印
今
日
は
我
が
家
が
子
ど
も
園
心
待
ち
す
る
台
風
一
過　
　
　
　
　
　
堂
地　
雅
子

温
き
日
は
野
鳥
の
群
れ
が
賑
や
か
に
枝
か
ら
枝
へ
飛
び
回
り
い
る　
　
　
　
　
杉
野
み
つ
子

真
夜
中
に
介
護
タ
ク
シ
ー
乗
り
込
ん
で
早
く
着
い
て
と
ナ
ビ
を
見
つ
め
る　
　
伊
藤　
久
美

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
思
い
や
感
じ
た
こ
と
を
短
歌
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
合
せ
先　
０
８
０
・
１
６
２
４
・
１
６
８
５
（
佐
々
木
）

す
べ

マ

ル

こ
ち
ら

「
絶
対
に
儲
か
り
ま
す
」
な
ど
と
甘
い
言
葉
で
勧

誘
し
、
未
公
開
株
や
社
債
の
取
引
き
、
フ
ァ
ン
ド

へ
の
出
資
等
の
名
目
で
高
額
な
金
を
振
り
込
ま
せ
、

配
当
が
な
い
ば
か
り
か
、
実
際
に
は
投
資
の
運
用

実
態
す
ら
な
い
と
い
っ
た
詐
欺
的
な
被
害
が
増
加

し
て
お
り
、
そ
の
被
害
金
額
も
か
つ
て
は
何
十
万

単
位
で
あ
っ
た
も
の
が
、
今
で
は
何
百
万
、
何
千

万
円
と
い
っ
た
も
の
も
あ
り
、
高
額
化
の
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
や
主
婦
を
狙
い
、
家
屋
の
屋
根

等
の
点
検
を
口
実
に
不
要
な
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を

高
額
で
行
う
点
検
商
法
や
、
不
用
品
回
収
を
謳
っ

て
訪
問
し
、
貴
金
属
な
ど
を
安
値
で
買
い
取
っ
て

い
く
訪
問
購
入
業
者
の
相
談
も
後
を
絶
た
な
い
状

況
で
す
。

◎
悪
質
商
法
の
被
害
に
か
か
ら
な
い
た
め
に

　
　
悪
質
商
法
の
手
口
は
、
年
々
巧
妙
に
な
っ
て

き
て
お
り
、
こ
う
し
た
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う

に
す
る
に
は
、
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
し
っ
か
り

し
た
心
構
え
を
も
つ
こ
と
が
最
も
大
切
で
す
。

　
　
業
者
か
ら
の
勧
誘
を
受
け
た
り
、
契
約
す
る

と
き
は
、
次
の
「
悪
質
商
法
撃
退
10
か
条
」
を

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
何
の
用
？　
し
っ
か
り
聞
こ
う　
身
分
と
用
件

・
お
か
し
い
と　
思
っ
た
と
き
は　
ド
ア
閉
め
て

・
も
う
か
り
ま
す　
そ
ん
な
言
葉
に　
ご
用
心

・
あ
や
し
い
ぞ　
人
の
フ
ト
コ
ロ　
聞
く
業
者

・
勇
気
出
し　
は
っ
き
り
言
お
う　
い
り
ま
せ
ん

・
し
つ
こ
い
な　
そ
ん
な
相
手
は　
１
１
０
番

・
迷
っ
た
ら　
一
人
で
悩
ま
ず　
ま
ず
相
談

・
サ
イ
ン
し
て　
あ
と
で
し
ま
っ
た　
も
う
遅
い

・
契
約
は　
し
て
も
お
金
は　
後
払
い

・
あ
な
た
で
す
！　
自
分
の
財
産　
守
る
の
は

運転免許更新のご案内

問合せ先　設楽警察署交通課　0536‒62‒0110

３
月
詠
草

令
和
６
年
３
月 

犯
罪
事
故
発
生
件
数

◎
刑
法
犯
総
数

　
・
窃
盗
犯

　
　
（
自
動
車
関
連
窃
盗
）

　
・
特
殊
詐
欺

１
件（
２
）

１
件（
１
）

０
件（
０
）

０
件（
０
）

１
件（
４
）

１
件（
３
）

◎
人
身
事
故
件
数

　
・
死
者
数

　
・
負
傷
者
数

０
件（
０
）

０
人（
０
）

０
人（
０
）

０
件（
０
）

０
件（
０
）

◎
物
損
事
故
件
数

６
件（
20
）
22
件（
71
）

東
栄
町
内

※

（　
）
内
は
１
月
か
ら
の
累
積

郡
　
内

弓
友
会　

月
例
会
成
績
表

弓
友
会　

月
例
会
成
績
表

４
月
８
日 

東
栄
町
弓
道
場

４
月
８
日 

東
栄
町
弓
道
場

男
子　
優
勝　
伊
藤　
　
勉　
　
二
位　
三
城　
信
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
位　
西
林　
信
彦

女
子　
優
勝　
伊
藤　
礼
子　
　
二
位　
加
藤　
育
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
位　
杉
野
き
よ
み

総
合　
優
勝　
伊
藤　
　
勉

※

総
合
優
勝
は
、
全
員
参
加
で

　
最
後
ま
で
的
中
し
つ
づ
け
た

　
人
が
優
勝
で
す
。

・運転免許更新予約制度が始まっています。 
・運転免許証の更新をされる方は予約が必要です。
・対象者は、更新時の講習区分が優良、一般、違反者、初回の方です。
※高齢者の方は、高齢者講習が修了していれば、予約なしで更新できます。

○詳しくは愛知県警ＨＰでご確認ください。
　（警察署では予約できません。）　　　
※警察署での更新受付は、すべて平日の正午から午後４時までの間です。

日　
時　
５
月
10
日（
金
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
（
要
予
約
）

場　
所　
新
城
保
健
所　
相
談
室

相
談
内
容（
例
）

　
　
　
　
気
分
が
落
ち
込
む
、
眠
れ
な
い
、
お
酒
を

飲
み
す
ぎ
て
し
ま
う
等
の
心
の
不
調
相
談

　
　
　
　
（
ご
家
族
か
ら
の
相
談
も
可
能
で
す
）

申
込
み
・
問
合
せ
先

　
　
　
　
新
城
保
健
所

　
　
　
　
地
域
保
健
・
こ
こ
ろ
の
健
康
推
進
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
☎
０
５
３
６
・
２
２
・
２
２
０
５

精
神
科
医
に
よ
る

　
　
　
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

精
神
科
医
に
よ
る

　
　
　
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

今
月
の
特
集

ま
ち
の
話
題

ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

暮
ら
し
の
情
報

そ
の
他
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新
着
図
書

大 治 町友好自治体

　大治南小学校の満開の桜の様子です。咲き誇る桜と
ともに、新年度のスタートを迎えました。本町では、
各小学校や大治浄水場公園などで桜を楽しむことがで
きます。

子育て支援センター（にこにこ広場）
●おふろのくまちゃん
　著者：シャーリー・パレントー／出版社：岩崎書店
●ぐるぐるジュース
　著者：矢野アケミ／出版社：アリス館

東栄町図書室
●たぶんみんなは知らないこと
　著者：福田隆浩／出版社：講談社
●やらかした時にどうするか
　著者：畑村洋太郎／出版社：ちくまプリマー新書
●新版・一流の頭脳　運動脳
　著者：アンデシュ・ハンセン／出版社：サンマーク出版
●いただきまーす
　著者：accototoふくだとしお＋あきこ／出版社：大日本図書

（　　　　　）

（　　　　　）

（　　　　　）

（　　　　　）

（　　　　　）

（　　　　　）

納
税
等

●軽自動車税
●国民健康保険料
●保育料
●水道使用料（下水・農集排使用料含む）
●住宅使用料
●放課後児童クラブ利用料

納期限：５月31日

人
口
と
世
帯

※東栄町に住所を有し、町外で出生・死亡の届
出をされた方も掲載対象となりますので、掲
載を希望される場合は、お早めに住民課へお
申し出ください。

３月末日現在

※住民基本台帳 ※単位：人

※（　）内は前年度同月による ※単位：人

営業当初からの累計利用者数　4,071,880

前月比
2,745人口

施
設
利
用
の
よ
う
す
（
３
月
）

施　設　名
森林体験交流センター
「スターフォーレスト御園」

戸
籍
の
窓
口

３月15日～４月14日受付

令和６年３月の利用者数

207（　　　　　）
３月までの累積利用者数

2,732
交流促進センター「千代姫荘」 132（　　　　　） 2,698

とうえい健康の館 387（　　　　　） 4,150
グリーンハウス（宿泊者） 758（　　　　　） 2,978
体育施設 2,077（　　　　　） 23,265

とうえい温泉 9,813（　　　　　）

100

175

266

792

1,776

8,129

1,895

2,232

3,343

2,197

16,687

125,732136,856

（－21）

1,339男 （－12）

1,406女 （－9）

1,329世帯数

11転入

25転出

1出生

8死亡（－2）

図書室に置いてほしい本がありましたら、教育委員会までご要望をお寄せください。
問合せ先▶教育委員会　☎76‒0509

●お悔やみ
氏　名 年　齢 住　所

伊藤　舜介
夏目　守雄
金田　昭子

振草
御殿
御殿

85歳
81歳
95歳

●お誕生
氏　名 保護者 住　所

大脇　　岳 下川元
がく

今
月
の
特
集

ま
ち
の
話
題

ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

暮
ら
し
の
情
報

そ
の
他
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5 May.2024
Sun Mon

5 6 7

302928 3 41 2

8 9 10 11

12 13 14 15 16 17

24

18

19 20 21 22 23 25

26 27 28 29 30 31 1

Tue Wed Thu Fri Sat

ペットボトル・白トレイ・乾電池回収日

イベント・事業など

保健事業

子育て支援センター

学校行事

ドレミの会

ゆめ工房

ペットボトル等
回収日
巡回職業相談

ノーメディアデー

行政相談

ロコモ体操

ベビーマッサージ
教室

予防接種

予防接種

たんぽぽの会

ロコモ体操
たんぽぽの会

たんぽぽの会

たんぽぽの会

保健師おはなし会

にこにこの日

にこにこの日

にこにこの日

子育てセミナー

民生委員児童委員
協議会定例会

ゆめ工房

ゆめ工房

ゆめ工房

ゆめ工房

宿泊研修
（スターフォーレスト御園）
（中学１年生）

学校安全緊急情報
ネットワーク訓練
（小・中学生）

北設楽郡小学校
体育交流会
（小学５・６年生）

北設楽郡小学校
体育交流会予備日
（小学５・６年生）

学校公開日
（小学校）

体力テスト
（小学校）

体力テスト予備日
（小学校）

田口高校
お仕事フェア
（中学２年生）

さわやかクラブ

ドレミの会
（東薗目）

ドレミの会（足込）

憲法記念日 みどりの日

こどもの日 振替休日

中学生海外派遣
（中学３年生）
23日～28日

中学生海外派遣
（中学３年生）
23日～28日

振替休業日
（中学３年生）

今
月
の
特
集

ま
ち
の
話
題

ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

暮
ら
し
の
情
報

そ
の
他
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　12チャンネルで、様々なまちの情報を配信して
おります。とうえいチャンネルについて、お困りの
方は役場総務課までお問い合わせください。

町からの
情報をチェック！
とうえいチャンネル

　町では、ＳＮＳにより、まちの身近な話題やでき
ごとなど、魅力的な情報をタイムリーに発信してい
ます。

　みんなはお花見したかな？
　緑の中にピンクや赤、白の花びらが鮮やかに彩るこの景色は季節限定だね！

東栄町公式ＳＮＳ

LINE

Facebook

Ｘ（旧Twitter）

のおでかけ日記オ 二 ス タ ー

まちを彩る満開の花

インスタグラム

防 災 士 の 手 帳
災害時のために持病の薬を備えていますか？
　災害時、家屋および施設の倒壊、物流の停止や停電、
通信障害等で服用しなければならないお薬が長期で入
手困難となる事態が想定されます。保管条件の問題も
ありますが、少なくとも７日間程度、予備のお薬を備
えておきましょう。
　それから手元には必ずお薬手帳へ処方薬の履歴やア
レルギー、副作用歴の記録を忘れずに。とても大切な
情報源となります。おそらく医療現場はかなり混乱し
ています。
　薬を飲むための飲み水の確保も大切です。薬に限ら
ず必要物資の備えも必要です。まずは自分で自分の命
を守ってください。
　持病の無い方は健康維持に意識を向けましょう。質
の良い睡眠、美味しく食べるごはん、適度な運動、そ
して笑顔。元気があれば自分はもちろん、自分以外の
大切な人達も守ることができるはずです。
　最悪の事態を想像してみてください。自分に何が必
要なのかある程度対策が見えてきます。

　いつ何が起きてもおかしくない昨今
です。医薬品の備えも含め見直してみ
てください。

防災士　飛安　聖子


